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９月５日～ 13 日

定例会９月会議
令和６年小野町議会定例会９月会議は、９
月５日から 13日まで９日間の日程で開かれま
した。
会議では、令和５年度各会計の決算、令和
６年度各会計補正予算など 23件の町長提出議
案と報告１件、議員提出議案１件が提出され、
議案はすべて原案のとおり可決しました。
また、５名の議員が一般質問を行い、町政
各般にわたり町長の考えをただしました。

各会計の補正予算額は、下の表のとおりです。
一般会計の収入と支出において、収入では地方交付税、国や県の支出金及び光ファイバーケーブル支障移転補償金、新型コ
ロナ定期接種ワクチン確保事業助成金などが増額となりました。支出では、低所得者支援及び定額減税補足給付金事業、児童
手当制度改正に係る事務費及び扶助費、新型コロナ定期接種委託料、公民館分館施設修繕料・指定管理者委託料等などが増額
となりました。
また、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、浄化槽整備推進事業、文化・体育振興基金特別会計及び水道事業会計で
現時点での所要の補正を行ったものです。

法律の規定により、町の財政の健全性に関する指標が報告されました。
数値は、いずれも危険な基準を超えておらず、財政状況は健全な段階で推移しています。

※実質公債費比率…普通会計が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率。数値が小さいほど健全
※将来負担比率…普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。数値が小さいほど健全
※小野町では実質赤字や資金不足がないことから、それに関連する指標は「－」と表示

▲本会議の様子（監査報告）

会計区分 補正額 補正後予算額
一　般　会　計 ２億３８１９万円 ６４億７９９０万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ３２０２万円 １１億８９１８万円
後 期 高 齢 者 医 療 ８６万円 １億２５４８万円
介 護 保 険 ５９２８万円 １４億８１３４万円
浄化槽整備推進事業 １０５万円 ６８１８万円
文化・体育振興基金 ３５万円 ２４８万円

水
道
事
業
会
計

収 益 的 支 出 ２６万円 １億 5514 万円

※１万円未満切り捨て

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

小野町 － － 4.9 －
早期健全化基準

（黄色信号） 15.0 20.0 25.0 350.0 
財政再生基準

（赤信号） 20.0 30.0 35.0 

健全化判断比率（％）
区分 水道事業会計 浄化槽整備推進事業特別会計

小野町 － －

経営健全化基準 20.0 20.0 

資金不足比率（％）

◆低所得者支援などに伴う給付金等を補正（各会計補正予算）

◆町の財政を診断　健全な段階で推移 地方公共団体の財政の健全性に関する比率の報告
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会計区分 歳入総額 歳出総額 決算の主な内容
一般会計 ６３億３４５９万円 ５８億７６７０万円 町政各般にわたる諸事業に要した経費です。

特
別
会
計

国民健康保険 １１億６４６５万円 １０億７２４９万円 国民健康保険に関する事業に要した経費です。
後期高齢者医療 １億２２２１万円 １億２１３４万円 高齢者の医療給付に関する事業に要した経費です。
介護保険 １４億６８３０万円 １３億１０１２万円 介護サービスに関する事業に要した経費です。
浄化槽整備推進事業 ６２３６万円 ５９１２万円 町が浄化槽の設置と維持管理に要した経費です。
文化・体育振興基金 ３２１万円 ２８５万円 文化・体育各団体へ活動補助金などに要した経費です。
水
道
事
業

収益的収支 １億６７２５万円 １億５９１３万円 浄水場等の維持管理や減価償却費等の経費です。

資本的収支 ３８５６万円 １億１８０８万円 企業債償還金及び水道管の布設替えなどの経費です。

※１万円未満切り捨て◆令和５年度の決算を認定

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
エ
リ
ア
タ
ウ
ン
構

想
に
掲
げ
る
防
災
拠
点
事
業
及
び
新
庁
舎

建
設
事
業
の
実
施
に
必
要
な
財
産
を
取
得

す
る
も
の
で
す
。

　
所 

在 

地
：
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字

　
　
　
　
　
　
馬
番
15
番

　
取
得
面
積
：
1
8
3
0
1
㎡

　
取
得
価
格
：
１
０
︐9
8
0
︐6
0
0
円

◆
小
野
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
令

和
６
年
12
月
２
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
小
野
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
等
に
お
け
る
職
員
配
置

基
準
に
つ
い
て
、
３
歳
児
を
20
対
１
か
ら

15
対
１
に
、
４
歳
児

並
び
に
５
歳
児
を
30

対
１
か
ら
25
対
１
に

引
き
下
げ
る
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
に
よ
り
施
行

期
日
が
、
令
和
６
年
12
月
２
日
と
定
め
ら

れ
、
現
在
の
被
保
険
者
証
が
同
日
以
降
発

行
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任
に
同
意

　

小
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
と
し
て
、
郡
司
初
夫
氏
（
再
任
・
谷
津

作
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
適
任

と
認
定

　

法
務
大
臣
に
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を

行
う
た
め
の
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
、

山
名
初
江
氏
（
荒
町
）
を
推
薦
し
た
い
と
し

て
、
議
員
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か

８
月
第
１
回
会
議
開
催

８
月
22
日
に
令
和
６
年
小
野
町
議

会
８
月
第
１
回
会
議
を
開
催
し
、

次
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

規
約
変
更

人
事
案
件

ら
、
全
員
一
致
で
推
薦
は
適
任
と
判
断
し
た

も
の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　
小
野
町
教
育
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
間

野
泰
博
氏
（
再
任
・
皮
籠
石
）
と
草
野
妃
都

美
氏
（
新
任
・
谷
津
作
）
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。
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こ こ が 聞 き た い

常任委員会審査常任委員会審査常任委員会審査
予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

答
返
礼
品
は
30
件
ほ
ど
あ
る
。
一
番
多
い

の
は
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
で
７
４
１
万
円
。
次

い
で
、
肉
、
菓
子
、
米
な
ど
の
外
体
験
型
の

返
礼
品
も
あ
る
。

答
羽
場
タ
ク
シ
ー
か
ら
10
万
円
の
納
税
が

あ
り
、
初
の
実
績
に
な
っ
た
。

答
田
村
市
と
共
同
で
運
営
す
る
「
た
む
ら

水
再
生
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
費
用
と
運
営
に

係
る
負
担
金
で
あ
る
。

答
令
和
５
年
28
人
、４
年
29
人
、３
年
33
人
、

２
年
が
38
人
で
あ
り
、
20
年
前
の
平
成
16
年

は
91
人
、
西
暦
２
０
０
０
年
の
平
成
12
年
は

１
０
４
人
で
あ
る
。

答
地
域
に
お
け
る
サ
ロ
ン
の
開
催
や
健
康

体
操
を
実
施
。
健
康
体
操
に
つ
い
て
は
動
画

も
作
成
し
て
い
る
。

答
町
外
の
利
用
も
対
象
と
な
る
。

答
小
中
学
校
掛
け
持
ち
で
１
名
配
置
し
て

い
る
。

陳
情
第
８
号

国
に
対
し
「
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
（
再

審
法
）
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
内

訳
を
教
え
て
ほ
し
い
。

問
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
詳
細

を
教
え
て
ほ
し
い
。

問
し
尿
処
理
負
担
金
の
具
体
的
な

内
容
は
。

問
こ
こ
数
年
の
町
の
出
生
者
数
を

教
え
て
ほ
し
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
業
務
内

容
は
。

問
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は

町
内
だ
け
か
。

問
小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
何
名
配
置

し
て
い
る
か
。

企
画
政
策
課

町
民
生
活
課

子
育
て
支
援
課

健
康
福
祉
課

教
育
課

継
続
審
査
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審議した議案と各議員の賛否 ・賛成が「○」、反対は「×」と表示します。
・田村弘文議長は採決に加わりません。

会　
議　
名

提
出
区
分

議　案　名
可　
否

橋
本　
善
雄

國
分　
順
一

羽
生　
洋
市

會
田
百
合
子

緑
川　
久
子

先
﨑　
勝
馬

竹
川　
里
志

宗
像　
芳
男

水
野　
正
廣

中
野　
孝
一

８
月
第
１
回

会
議

町　
長
財産の取得について 可

決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定
例
会
９
月
会
議

町　
長

小野町税特別措置条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度小野町一般会計歳入歳出決算の認定 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度各特別会計等歳入歳出決算の認定　６件 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度小野町一般会計補正予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度各特別会計等補正予算　６件 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることにつ
いて

同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適
任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員議員派遣について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※提出区分欄の「町長」は町長提出議案、「議員」は議員提出議案を示します。
※個々の議案名は小野町議会のホームページに掲載します「会議録」をご覧ください。

議会基本条例第 22 条第２項の規定により、
令和５年度の議会費の使途を公表します。

項目 金額 使途の内容

職員人件費 １８７１万円 事務局職員に係る人件費
です。

議員報酬等 ５０５９万円 議会議員の報酬や議員共
済会への負担金等です。

議会運営 ７６７万円 視察旅費、会議録作成料、
各種負担金等です。

議会政策 １５０万円 各常任委員会の行政調査
及び調査活動です。

議会だより発行 ８５万円 おのまち議会だより４回
分の発行経費です。

合計 ７９３２万円

※１万円未満切り捨て◆議会費の公表
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５
人
の
議
員
が
一
般
質
問

町
政
町
政
をを
問
う
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

※
紙
面
の
関
係
上
、「
◆
」
の
質
問
と
答
弁
の
内
容
の
み
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
質
問
項
目
の
内
容
等
は
、
11
月
下
旬
に
小
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
予
定
の
「
会
議
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

緑川 久子 議員 �  7 ページ
　１町立日本語学校の開校についての
　　検討課題と問題点について
◆　・国や県の関与と事業の民間委託について
　　・事業の採算性について
　　・町立日本語学校の開校場所として統合後の
　　　小野高校を視野に入れているのか
　２県の統廃合後の小野高校の無償譲渡・解体費負担に
　　　ついて
◆　・校舎などの施設は県が解体し、更地での利活用の
　　　検討を

水野 正廣 議員�  8 ページ
　１観光行政について
◆　・昭和五百羅漢の利用について
　　・東堂山遊歩道の整備について
　　・愛子神社整備について
　２一般行政について
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緑川 久子 議員

問問

問問

答答

答答

国や県の関与と事業の民間委託について

国・県の補助メニューについて調査し
必要に応じて委託も検討

問
財
政
的
な
課
題
を
は
じ
め

留
学
生
や
教
職
員
の
確
保
や
、

国
の
設
置
基
準
に
よ
る
と
日
本

語
学
校
は
「
私
塾
」
と
し
て
分

類
さ
れ
る
た
め
、
国
か
ら
交
付

金
や
補
助
金
が
見
込
め
な
い
中

で
、
町
が
単
独
で
運
営
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
国
や
県
の
関
与

と
支
援
に
つ
い
て
、
又
、
学
校

運
営
を
民
間
事
業
者
に
委
託
す

る
の
か
、
町
の
見
解
を
お
聞
き

し
ま
す
。

町
長
現
時
点
で
調
査
研
究
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
国
・
県

の
支
援
や
協
力
の
ほ
か
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
前
提
で
す
。

　
町
と
し
て
も
国
・
県
の
様
々

な
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
調

査
を
進
め
、
参
考
と
し
て
い
る

北
海
道
東
川
町
に
お
い
て
は
事

業
主
体
が
独
自
に
行
う
、
開
校

後
の
留
学
生
の
生
活
支
援
に
つ

問
県
は
統
廃
合
後
の
小
野
高
校
に
つ
い
て
土
地
、
施
設
を
町
に
無
償
で

譲
渡
し
、
解
体
費
用
は
負
担
し
ま
す
。
最
大
３
億
円
の
補
助
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
町
が
校
舎
な
ど
を
取
得
し
た
場
合
、
劣
化
状
況
や
施
設

規
模
か
ら
改
修
費
や
維
持
管
理
費
に
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

土
地
の
み
の
譲
渡
を
受
け
利
活
用
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
町
の
見
解
を

お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
統
合
後
の
財
産
の
譲
渡
や
支
援
策
に
関
し
て
は
、
ま
ず
町
が
利

活
用
方
針
に
つ
い
て
県
の
承
認
を
経
て
、
譲
渡
契
約
や
補
助
金
の
申
請

に
進
む
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
校
舎
な
ど
建
物
の
解
体
費
用
に
関
し
て
は
、
更
地
で
譲
渡
を
受
け
る

場
合
は
県
が
直
接
解
体
し
、
建
物
を
含
め
譲
渡
を
受
け
る
場
合
は
、
す

べ
て
の
建
物
の
解
体
費
用
相
当
額
が
県
か
ら
町
に
交
付
さ
れ
る
制
度
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
統
合
後
の
財
産
の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
五
年
二
月
に
庁

舎
内
検
討
会
議
を
設
置
し
、
現
在
は
作
業
部
会
を
中
心
に
、
校
舎
敷
地

の
他
、
農
地
な
ど
町
内
に
点
在
す
る
土
地・建
物
の
現
地
調
査
を
実
施
し
、

様
々
な
視
点
か
ら
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
財
産
に
つ
い
て
、
今
後
、
庁
内
検
討
会
議
に
お
け
る
課
題

整
理
を
進
め
て
い
く
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
各
種
団
体
、
議
員
各
位

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
建
物
が
あ
る
場
所
に
つ
い
て
は
更
地
で

譲
り
受
け
る
か
、
ま
た
は
利
活
用
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
建
物
は
残

す
か
、
こ
れ
ら
の
選
択
肢
の
中
で
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、
そ
れ
以
外
の
農

地
等
も
含
め
、
町
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
負
担
と
な
ら
な
い
最
善
の
方

策
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
県
と
調
整
を
進
め
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し

て
参
り
ま
す
。 校

舎
な
ど
の
施
設
は
県
が
解
体
し
、

更
地
で
の
利
活
用
の
検
討
を

最
善
の
方
策
を
県
と
調
整
を
進
め
な
が
ら

検
討
し
て
い
く

な
が
る
奨
学
金
や
、
短
期
の
留

学
体
験
な
ど
の
事
業
に
対
し
、

国
か
ら
の
特
別
交
付
税
や
、
外

国
人
受
け
入
れ
環
境
整
備
に
伴

う
交
付
金
な
ど
を
充
て
て
お

り
、
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
役
に

対
す
る
特
別
交
付
税
を
受
け
て

い
る
事
例
に
つ
い
て
も
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
以
外
の
面
に

お
い
て
、
福
島
県
と
し
て
は

近
年
の
外
国
人
住
民
の
増
加

等
を
踏
ま
え
、
県
内
に
お
け

る
外
国
人
住
民
に
対
す
る
日

本
語
教
育
の
充
実
化
を
図
る

こ
と
が
多
文
化
共
生
社
会
の

実
現
、
及
び
外
国
人
材
の
活

用
を
通
じ
た
県
の
活
力
維
持

に
資
す
る
こ
と
か
ら
、
今
年

度
、「
福
島
県
に
お
け
る
日
本

語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
」
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
へ
の
委

託
に
つ
い
て
は
、
寮
な
ど
も
含

め
た
施
設
管
理
面
や
留
学
生
の

募
集
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら

調
査
を
進
め
、
必
要
に
応
じ
て

委
託
を
す
る
も
の
な
ど
の
す
み

分
け
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り

ま
す
。
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水野 正廣 議員

問問

問問

答答

答答

昭和五百羅漢をわが町の観光資源として
再活用を

地元行政区や関係者と
協議・連携し誘客に取り組む

問
昭
和
60
年
よ
り
羅

漢
の
設
置
奉
納
が
始

ま
り
、
設
置
数
が

５
０
０
体
を
越
え
文

字
通
り
「
昭
和
五
百

羅
漢
」
と
な
っ
た
今
、

我
が
町
の
観
光
資
源

と
し
て
見
直
し
利
活

用
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

町
長
昭
和
五
百
羅

漢
は
令
和
６
年
８
月

末
日
現
在
で
５
２
２

体
が
奉
安
さ
れ
て
お

り
、
メ
デ
ィ
ア
等
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
も
多
く
、
当
町
の

重
要
な
観
光
資
源
の

１
つ
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

問
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
小
野
町
で
も
２
０
３
０
年
に
は
７
，
０
０
０
人
を
切

る
様
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
各
自
治
体
に
お
い
て
政
府
の
支
援
を
受
け
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策

を
実
行
し
て
ま
す
が
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
見
い
出
せ
ず
い
る
状
況
の
な
か
、
イ
ン
タ
ー
周

辺
整
備
構
想
見
直
し
を
含
め
、
町
の
将
来
像
に
つ
い
て
ど
の
様
な
考
え
を
持
ち
、
ど
の
様
な

施
策
を
推
進
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
町
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
は
、
６
つ
の
基
本
目
標
と
31
の
政
策
分
野
を
設
け
、

施
策
展
開
を
図
っ
て
お
り
、
著
し
い
人
口
減
少
の
現
状
か
ら
、
改
め
て
人
口
対
策
の
フ
レ
ー

ム
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
若
者
の
町
外
流
出
や
、
そ
れ
に
伴
う
担
い
手
不
足
に
対
応
す
る
目
的
か
ら
仕
事
や
人
の

流
れ
を
つ
く
る
こ
と
、
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
、

関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
や
防
災
・
減
災
対
策
、
女
性
や
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
施
策
を
取
り
入
れ
て
参
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
有
効
な
活
用

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
施
策
を
次
期
総
合
戦
略
に
盛
り
込
み
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
施
策
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

再
質
問
身
の
丈
に
あ
っ
た
町
政
執
行
の
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
等
を
検
討
し
、

町
民
全
体
で
「
お
互
い
様
」
を
合
言
葉
に
支
え
合
う
町
づ
く
り
を
進
め
て
は
と
ど
う
か

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
総
合
計
画
の
基
本
目
標
の
中
の
１
つ
に
「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
つ
く
る
ま

ち
」が
あ
り
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
支
援
」や「
多
様
な
分
野
に
お
け
る
参
画・

協
働
の
促
進
」
な
ど
を
主
要
施
策
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
住
民
同
士
が
お
互
い

に
連
携
し
、
協
力
し
合
う
意
識
醸
成
を
図
り
、
そ
の
上
で
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
立

も
見
据
え
た
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
町
が

環
境
整
備
を
直
接
実

施
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
東
堂
山
満
福

寺
の
境
内
地
に
あ
る

こ
と
か
ら
制
約
が
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
願

い
ま
す
。

　

現
在
は
県
立
自
然

公
園
保
全
の
観
点
か

ら
、
環
境
保
全
の
た

め
地
元
行
政
区
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し

て
お
り
ま
す
が
、
近

年
、
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

環
境
整
備
活
動
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
元
行
政

区
や
満
福
寺
の
関
係

者
、
観
光
協
会
な
ど

と
協
議
、
連
携
を
し

な
が
ら
観
光
客
の
誘

客
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

町
の
将
来
像
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
施
策
推
進
を

人
口
対
策
の
フ
レ
ー
ム
の
見
直
し
が
必
要
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國分 順一 議員

業務の効率化を図り住民サービス向上を

業務の効率化を図るため
職員研修の充実を図る

問問

答答

問問答答

問
職
員
が
平
日
、遅
く
ま
で
残
業
し
、

休
日
も
出
勤
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞

き
ま
す
。
住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、

行
政
に
係
る
業
務
量
が
増
大
す
る
中
、

職
員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
適
切

な
事
業
執
行
が
難
し
い
状
況
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
業
務
の
効
率

化
を
図
り
、
そ
れ
と
同
時
に
業
務
の
見

直
し
、
業
務
内
容
の
適
正
化
を
行
う
こ

と
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
災
害
時
や
突
発
的
事
案
へ
の

対
応
、
短
期
間
で
の
報
告
業
務
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
職
員
が
夜
間
や
休

日
に
業
務
を
行
っ
て
い
る
状
況
も
ご

ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
業
務
を
効
率
化
し
、
限
ら

れ
た
職
員
数
の
中
で
も
質
の
高
い
住

問
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
女
性
が
25
キ
ロ
グ
ラ
ム

融
雪
剤
を
持
つ
の
は
大
変
負
担
が
か
か
る
た
め
、

通
常
配
付
し
て
い
る
重
い
物
で
な
く
負
担
が
か
か

ら
な
い
重
さ
の
融
雪
剤
を
一
人
暮
ら
し
や
二
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
方
へ
直
接
配
付
を
す
る
と
い
っ

た
方
法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

町
長
町
か
ら
配
慮
が
必
要
な
方
々
へ
の
直
接
の

配
布
は
困
難
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
行
政
区
長
を

は
じ
め
行
政
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

散
布
す
る
方
々
の
状
況
に
応
じ
１
袋
10
キ
ロ
グ

ラ
ム
入
り
の
物
も
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
配

付
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
改
め
て
町
民
の
皆
さ

ん
に
広
報
紙
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

高
齢
者
へ
の
融
雪
剤
の
配
付
方
法
に
つ
い
て

行
政
区
長
、
区
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
て

対
応
願
い
た
い

民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
組
織
と

す
る
た
め
、
役
場
内
に
行
政
組
織
機

構
改
革
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
機

構
や
事
務
分
掌
の
見
直
し
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
Ｄ
Ｘ

の
推
進
や
公
文
書
管
理
制
度
の
見
直

し
、
電
子
決
裁
の
導
入
な
ど
、
業
務

の
効
率
化
が
図
れ
る
新
た
な
手
法
の

導
入
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
効
率
化
を
図
る
上
で
、
業

務
を
行
う
職
員
の
意
識
改
革
も
必
要

で
あ
り
ま
す
の
で
、
様
々
な
機
会
を

活
用
し
、
職

員
研
修
の
充

実
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。
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問
ゴ
ミ
を
集
積
所
ま
で
運
搬
出
来
な
い
高
齢
者
世
帯
が
す
で
に
発
生
し
て
い
る
と

思
う
が
、
町
は
こ
の
数
を
把
握
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
本
町
の
９
月
１
日
時
点
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
及
び
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
数
は
、前
年
か
ら
59
世
帯
増
加
し
、１
，２
９
２
世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
自
分
で
ゴ
ミ
を
集
積
所
ま
で
搬
出
で
き
な
い
世
帯
の
実
数
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
昨
年
度
、
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
際
に
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
、
自
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
方
と
、
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
「
在
宅

介
護
実
態
調
査
」
で
は
、
回
答
い
た
だ
い
た
３
４
０
名
の
う
ち
、
15
名
の
方
が
、
今

後
の
在
宅
生
活
に
お
い
て
、
必
要
と
感
じ
る
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
に
「
ゴ
ミ
出
し
」
を

あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
潜
在
的
に
は
一
定
数
の
世
帯
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

再
質
問
こ
の
様
な
世
帯
に
対
す
る
、
町
の
支
援
制
度
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
町
内
に
は
２
３
０
箇
所
あ
ま
り
の
ご
み
集
積
所
が
あ
り
、
各
行
政
区
な

ど
に
利
便
性
の
高
い
場
所
を
選
定
し
て
い
た
だ
き
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
な
世
帯
で
は
、
訪
問
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
ゴ
ミ
出
し
の
支
援
を
受

け
て
い
る
例
も
あ
り
、
本
年
度
よ
り
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
を
開
始

し
た
、生
活
支
援
体
制
整
備
業
務
に
お
い
て
、買
い
物
や
ゴ
ミ
出
し
な
ど
「
ち
ょ
っ

と
し
た
支
援
」
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
に
関
し
て
は
、
引
き
続
き
他
自
治
体
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
、

小
野
町
に
あ
っ
た
制
度
の
構
築
に
向
け
て
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

羽生 洋市 議員

問問

問問

答答

答答

町営住宅を一定条件で長期賃貸し、
将来的に借主のものにしてはどうか

定住促進の観点から
今後幅広い世代のニーズの把握に努める

問
人
口
減
少
に
対
応
し

た
自
治
体
の
先
進
事
例
調

査
と
し
て
「
25
年
後
、
町

の
賃
貸
住
宅
を
マ
イ
ホ
ー

ム
に
す
る
も
の
」
を
事
業

と
し
て
い
る
山
形
県
西
川

町
の
、
町
営
住
宅
運
営
方

法
や
入
居
状
況
、
整
備
手

法
・
財
源
等
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
町
の
町
営
住
宅
で
も

一
定
の
条
件
で
長
期
賃
貸

し
た
場
合
、
将
来
、
土
地
、

建
物
を
借
主
の
も
の
と
す

る
事
で
、
住
民
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
る
も
の
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
本
町
で
は
、
各
種

ゴ
ミ
を
集
積
所
ま
で
出
せ
な
い

高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
支
援
制
度
に
つ
い
て

他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
調
査
を
進
め
た
い

計
画
に
基
づ
き
老
朽
化
し

た
公
営
住
宅
の
長
寿
命
化

や
移
住
者
、
定
住
者
を
対

象
と
し
た
空
き
家
の
利
活

用
、
住
宅
取
得
費
や
賃
貸

住
宅
家
賃
の
補
助
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
住
宅
施
策

を
展
開
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
の

確
保
に
努
め
、
定
住
の
促

進
、
さ
ら
に
は
、
人
口
減

少
の
抑
制
に
力
を
注
い
で

お
り
ま
す
。

　
西
川
町
の
長
期
賃
貸
住

宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
定

住
促
進
の
観
点
か
ら
の
住

宅
施
策
の
ひ
と
つ
と
捉
え

ま
し
て
、
様
々
な
角
度
か

ら
調
査
研
究
し
て
い
く
ほ

か
、
高
齢
者
世
帯
、
子
育

て
世
帯
、
若
者
世
帯
な
ど

幅
広
い
世
代
か
ら
の
住
宅

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
よ
り
効
果
的
な

住
宅
施
策
も
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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會田 百合子 議員

問問

答答

資格確認書の交付について

資格の変更や保険証の有効期限により交付

問問答答
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
状
況
に
つ
い
て

国
保
は
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
、

後
期
高
齢
は
約
８
パ
ー
セ
ン
ト

問
資
格
確
認
書
の
交
付
は
、
い

つ
ご
ろ
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ

れ
る
の
か
。

町
民
生
活
課
長
健
康
保
険
証

の
廃
止
に
伴
い
、
12
月
２
日
か
ら

は
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
で
、
転
入
や
保
険
の
加
入
、

脱
退
な
ど
、
資
格
の
内
容
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
発
行
の
健
康
保

険
証
に
つ
い
て
は
、
記
載
内
容
に

変
更
が
な
い
限
り
、
引
き
続
き
有

効
期
限
ま
で
医
療
機
関
等
で
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
保
険
証
の
有

効
期
限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
来
年

問
本
町
に
お
け
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
件
数
と
利
用
率
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
民
生
活
課
長
国
民
健
康
保
険
の
直
近
の
集
計
が
令
和

６
年
４
月
分
実
績
で
、
外
来
の
診
療
報
酬
明
細
の
件
数
、
２
，

１
４
８
件
の
う
ち
、マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
件
数
は
２
１
５
件
、

利
用
率
は
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
直
近
の
集
計
が
令

和
６
年
６
月
分
で
、
外
来
の
診
療
報
酬
明
細
の
件
数
、
３
，

０
８
７
件
の
う
ち
、

利
用
件
数
は
２
４
７

件
、
利
用
率
は
約
８

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

の
７
月
31
日
ま
で
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
が
来
年
の
９
月
30
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有

し
て
い
る
方
は
、
来
年
、
保
険
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
、

保
有
し
て
い
な
い
方
に
は
「
資
格

確
認
書
」
を
送
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有

さ
れ
て
い
る
方
で
、
保
険
証
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
町
に
利
用
登

録
解
除
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
資
格
確
認
書
を
お
渡

し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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【議長あいさつ】
　小野町を「住みやすい町、住んで良かった町、
そしてみんなが元気になる町」にするための意見
を、代表の中学生議員より提案させて頂きました。
普段生活している小野町をより良くするために、
私たちが考えたことを直接お話できる貴重な機会
をいただきありがとうございました。これから私
たちの意見が反映され、より良い小野町になるこ
とを願っています。吉

よ し だ

田　莉
り こ

子議長

議員番号

7番

吉吉
よ し だよ し だ

田田　　真真
ま いま い

唯唯  議員議員

動画を活用した戦略的な情報発信で小野町の宣伝を

移住者のための空き地・空き家の活用法について

町の歩道の幅を広げてほしい

議員番号

1番

渡渡
わたなべわたなべ

辺辺　　葵葵
あ お いあ お い

唯唯  議員議員

議員番号

3番

石石
い し いい し い

井井    琥琥
こ は くこ は く

白玖白玖  議員議員

議員番号

2番

問町の情報や名所などを定期的に動画で発信するとともに、その後にも
YouTube を通してクイズを出題すること等で、視聴者増と町の宣伝効果に
つながると思います。

答町の魅力発信のため、投稿回数を増やし、定期的な動画の更新に努めて
いきたいと考えております。
町の情報や名所紹介動画を複数回に分けて投稿することや、クイズを出題す
るなど、戦略的な考え方を参考に効果的な情報発信に取り組んでまいります。

問空き地を活用してコミュニティースペースや公園を造り地域の魅力を高め、空き家をリノベー
ションして安全で快適な住宅を安く提供する等、再利用で新たな商業施設の整備や地域経済の活
性化にも寄与することができます。小野町の公式ホームページやＳＮＳなどで借家や借地などの
情報を開示して情報を広めてはどうか。
答町では、移住希望者の相談窓口である「移住情報プラザつどっておのまち」で定住コーディネー
ターによる移住相談への対応、移住者を対象とした民間賃貸住宅の家賃補助や住宅取得費の補助、
空き地・空き家の情報の収集と提供などを行っているほか「小野町空き家・空き地バンク」とい
うものを活用しております。これは空き地や空き家を売りたい方、貸したい方の物件をこのバン
クに登録し、買いたい、借りたい方が登録された物件の情報を町のホームページなどからいつで
も調べられる仕組みであります。
　議員の意見を参考にさせていただき今後も物件情報を積極的に開示して、移住者の増加、さら
には地域の活性化に繋げてまいりたいと思います。

問歩道の幅が狭いと、車が通るときに他人の敷地内に入ったり、子どもを連れてい
る人はとても窮屈に感じたり、不便なことが多いので幅を広げてほしいです。

答みなさんが安心して通学できるよう、先生方や警察官など関係者が毎年、通学路
の合同点検を行っており、危険箇所については、補修や標識設置など、安全確保の対
策を講じておりますが、今後もできる限り早く、人と車に安全・安心な道路整備が図
られるよう努めてまいります。
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中学生議員が中学生議員が
町づくりについて問う！町づくりについて問う！

部活動を充実して行うために

商工業発展のため町内に民間宿泊地を作ってはどうか。

スマートフォンの利用者拡大と機能充実

議員番号

4番

議員番号

6番

議員番号

5番

問事故やけが、熱中症などの対策のために、武道場へのエアコン設置、そして校庭へのラ
イト設置を提案します。
答武道場にエアコンを設置することは、熱中症対策だけではなく、練習の効率化による
技術の向上にもつながると考えますが、大規模な空調設備の導入には、設置や維持・管
理のため多額の費用を要します。今すぐには難しいかもしれませんが、大型扇風機を増
やしたり、その他の効果的な暑さ対策をしたりしながら、できる限り町としても対策を講
じてまいります。
　校庭への夜間照明設備については調査し迅速に善後策を講じながら、安全・安心な部活
動環境の整備に努め、充実した部活動につなげていきたいと考えております。

問郡山市といわき市の二つの都市の中間に位置する小野町に民間宿泊施設をつくり、
観光や商工業発展につなげるのはどうでしょうか。

答郡山市といわき市の中間であるという地の利、交通の便の良さやを活かし、町外の
方を呼び込むのは、町の活性化を図るのには大変有効です。
　農家民泊活用の検討を進めているところではあり、その他の宿泊施設の誘致について
も民間の力も借りつつ、町民の皆さんのご理解も得ながら調査研究を行ってまいります。

問小野町の LINE の登録者を増やすため、広く周知することが大事だと思います。
　小野町の公式アプリを作り、町の情報発信や小野町の飲食店等のクーポンを発行する等の機
能を充実させれば観光客や移住者増の効果につながると考えます。
答町の LINE 登録者数は、７月22日現在で、1，914 人と少ないため、ポスターの掲示や行政
区回覧などを通じて、周知徹底を図り、ニーズに合った情報の提供などにより登録者数を増やし
ていきたいと考えております。
　アプリを利用すると、ごみの収集日や防災情報などを、いつどこにいても収集できるようにな
るため、町民の生活はより便利になると考えます。また、飲食店等と連携した取り組みによりア
プリを普及させ、町の魅力を広く発信することで、観光客や移住者を増やす効果も期待できます。
これらも踏まえ、町独自アプリの導入も前向きに検討し、スマートフォンを有効に活用したまち
づくりを進めてまいります。

７月31日に開催された「中学生議会」の質問・答弁の一部を掲載いたします。７月31日に開催された「中学生議会」の質問・答弁の一部を掲載いたします。

野野
の ざ きの ざ き

崎崎　　珠珠
じ ゅ りじ ゅ り

里里  議員議員

宗宗
むなかたむなかた

像像　　佑佑
ゆ う ほゆ う ほ

歩歩  議員議員

間間
ま のま の

野野　　光光
みつあきみつあき

亮亮  議員議員
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当
委
員
会
で
は
、
人
口
減
少
に
対
応
し
持
続
可
能
な
行

政
運
営
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
自
治
体
の
先
進
事
例
を
聴

取
・
実
施
確
認
の
た
め
、
テ
ー
マ
を
「
人
口
減
少
抑
制
と
コ

ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域
拠
点
振

興
」
と
し
行
政
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
西
川
町

　
西
川
町
は
出
羽
三
山
の
一
つ
で
あ
る
月
山
の
麓
に
あ
り
、

人
口
規
模
が
4
︐
6
5
5
人
と
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
令

和
５
年
度
は
社
会
増
減
（
転
入
転
出
）
が
な
か
っ
た
自
治

体
で
す
。

◆
長
期
賃
貸
住
宅

　
（
25
年
後
マ
イ
ホ
ー
ム
事
業
）
に
つ
い
て

　
長
期
賃
貸
住
宅
事
業
は
、
間
取
り
や
外
観
な
ど
入
居
希

望
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
注

文
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
だ
き
、
25
年
間
住
み
続
け
る
こ

と
で
住
宅
の
土
地
、
及
び
建
物
が
入
居
者
に
無
償
で
譲
渡

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
25
年
間
は
町
営
の
賃
貸
住
宅
と

し
て
家
賃
を
支
払
い
、
そ
の
間
、
町
の
所
有
す
る
土
地
・
建
物

は
固
定
資
産
税
の
支
払
う
必
要
は
な
く
、
住
宅
ロ
ー
ン
貸

付
利
子
や
大
規
模
修
繕
費
用
も
軽
減
さ
れ
る
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
国
の
補
助
金
を
有
効
に
活
用
し
た
こ
の
事
業
は
、
若
者

世
代
の
定
住
化
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
の
大
き

な
歯
止
め
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
13
市
町
村
に
よ
る
広
域
で
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ

の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
会
津
地
方
の
２
町
の
先
進

　
補
助
金
を
有
効
に
活
用
し
、
ど
の
よ
う
に
町
を
良
く
し

て
い
く
か
常
に
考
え
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
長
井
市

　
長
井
市
は
、
山
形
県
の
西
南
部
に
位
置
し
、
市
域
の
大

半
を
山
地
が
占
め
て
お
り
、
面
積
は
小
野
町
の
約
1・8
倍
、

人
口
は
約
２
６
︐
0
0
0
人
の
自
治
体
で
す
。

◆
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

　
健
康
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
市
内
6
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

地
域
に
密
着
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
般

社
団
法
人
長
井
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
常
時
4
名
の
職
員
常
駐
し
て
お
り
移
動
支
援
や
買
い
物

支
援
等
、
住
民
満
足
度
の
向
上
と
町
が
維
持
で
き
る
よ
う

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
法
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
職
員
が
常
時
い
て
く
れ
る
の

で
地
区
の
市
民
は
困
り
ご
と
な
ど
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

　
今
回
の
行
政
調
査
に
丁
寧
に
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
西

川
町
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
上
が
長
井
市
の
み
な
さ
ま
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

常任委員会研修レポート常任委員会研修レポート
研
修
先
：
山
形
県
西
川
町
・
山
形
県
長
井
市

期　
間
：
７
月
11
日
～
12
日厚

生
産
業
常
任
委
員
会　
委
員
長

會
田 

百
合
子

研
修
先
：
西
会
津
町
・
会
津
美
里
町

期　
間
：
7
月
16
日
～
17
日総

務
文
教
常
任
委
員
会　
委
員
長

緑
川　
久
子

事
例
の
聴
取
・
実
施
内
容
の
行
い
、
住
民
の
利
便
性
向
上
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
テ
ー
マ

を
「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に

よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
と
し
、
行
政
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
西
会
津
町
、
会
津
美
里
町
に
共
通
し
て
る
の
は
、
庁
内
に

横
断
的
に
Ｄ
Ｘ
に
特
化
し
た
組
織
を
設
置
し
、
Ｄ
Ｘ
の
取
り

組
み
全
体
を
総
合
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
外
部
人
材

を
登
用
し
て
お
り
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
組
織
的
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
理
解
し
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い

か
な
い
と
庁
内
に
専
門
部
署
を
設
置
し
て
も
現
場
は
混
乱
す

る
だ
け
で
あ
り
、
職
員
の
業
務
の
効
率
化
に
は
程
遠
く
負
担

が
増
し
て
く
る
と
感
じ
ま
し
た
。
会
津
美
里
町
で
は
幹
部
職

員
も
含
め
た
全
職
員
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施
し
人
材
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
Ｄ
Ｘ
の
重
要
性
は
日

増
し
に
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
し
て

幅
広
く
相
談
を
受
け
付
け
る
„
デ
ジ
タ
ル
よ
ろ
ず
相
談
室
＂

開
設
な
ど
は
す
ぐ
に
で
も
取
り
組
め
る
施
策
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
皆
様
の
交
通
手
段
と
し
て
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
„
デ
マ
ン
ド
交
通
＂
は
両
町
で
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
当
町
で
も
今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に
実
現
す
べ

き
課
題
で
す
。

　
最
後
に
、「
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
糧
に
進
ん
で

い
こ
う
。
Ｄ
Ｘ
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と

き
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。「
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
」
で
終
わ
る
の
で
な
く
「
ど
う
し
た
ら
う
ま

く
い
く
の
か
」
と
い
う
前
向
き
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事

に
思
い
ま
す
。」
会
津
美
里
町
さ
ん
の
言
葉
で
す
。「
失
敗
し

て
も
、検
証
を
繰
り
返
し
て
い
け
ば
制
度
は
上
が
っ
て
く
る
。

Ｄ
Ｘ
は
長
い
年
月
を
か
け
て
進
め
る
も
の
で
す
。」
西
会
津

町
デ
ジ
タ
ル
最
高
責
任
者
の
藤
井
靖
史
氏
の
言
葉
で
す
。
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議会からのお願い

議 会 活 動 日 誌
1日

2日~6日
6日
8日
9日

15日
18日
19日
20日
22日

23日

28日
29日

1日
2日

5日~13日
8日

13日
19日
24日

25日~26日
26日
27日
30日

　7日
10日

11日
12日

17日
20日
22日

22日~23日
24日
25日
26日
27日
30日

教育長辞令交付式
決算監査
小野町産業 6 次化発酵のまちづくり推進協議会総会
小野町民生委員推薦会
月例全員協議会
新庁舎建設等検討特別委員会
小野町都市計画審議会
おのまち「夏まつり」
市町村対抗野球大会小野町チーム激励金交付式
NTT との災害協定締結式
県町村議会正副議長・事務局長研修会（福島市）
議会運営委員会 / 全員協議会
小野町議会 8 月第 1 回会議
議会改革特別委員会
例月出納検査
決算監査報告
JA との災害協定締結式
議会運営委員会

第 41 回町長杯武道大会
全員協議会
議会改革特別委員会
教育行政評価報告
小野町議会定例会 9 月会議
令和 6 年度小野町・福島県県中地方総合防災訓練
月例全員協議会
令和 6 年度小野町防犯協会定期総会
例月出納検査
全国町村議会広報研修会（東京都）
市町村対抗ソフトボール小野町チーム激励会
小野町戦没者追悼式
住民主体で取り組む地域づくり研修会

第 19 回小野町老人クラブ連合会長杯グランドゴルフ大会
月例全員協議会
新庁舎建設等検討特別委員会
公立小野町地方綜合病院企業団議会定例会
小野小学校運動会
第 72 回福島県 PTA 研究大会郡山・田村大会（郡山市）
右支夏井川河川改修要望活動（県庁）
小野町消防団秋季検閲式
郡山地方広域消防組合議会 10 月定例会（郡山市）
令和６年度全国町村監査委員研修会（東京都）
例月出納検査
小野町議会議員視察研修（千葉県佐倉市）
第 14 回全国発酵食品サミット in かとり（千葉県香取市）
おのまち健康まつり 2024
千葉県那須烏山市議会行政視察来庁

8 月

9 月

議会だよりの取材のため、腕章をつけた広報編集委員会の委員が、
お伺いしますので、ご理解・ご協力をお願いします。

10 月
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ス
マ
ホ
用
ア
プ
リ

で
配
信
し
て
い
ま
す
！

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に「
お
の
ま
ち
議
会
だ
よ
り
」

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
無
料
広

報
誌
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」で
配
信
を
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

QRコードから
アクセス

してください

【小野町議会広報編集委員会】
委　員　長� 田村　弘文
副 委 員 長� 中野　孝一
委　　　員� 先﨑　勝馬
委　　　員� 緑川　久子
委　　　員� 會田百合子
委　　　員� 羽生　洋市
委　　　員� 國分　順一
委　　　員� 橋本　善雄

定例会12月会議は
12月５日（木）から開会します。

一般質問は12月６日（金）の予定です。傍聴をお待ちしています。
●座席数の関係で入場できる人数に制限がありますので、ご理解とご協力をお願いします。
 （※傍聴席でのマスク着用は任意となります）
●傍聴席が満席の場合は、会議室でのテレビ視聴となる場合があります。
●一般質問の様子をYouTubeにより動画配信をいたします。
　※詳しくは小野町議会事務局までお問い合わせください。（☎0247-72-6930）

表
紙
の
写
真

　
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野

球
大
会
が
9
月
、
10
月
に
開
催

さ
れ
、
小
野
町
チ
ー
ム
は
9
月

21
日
に
初
戦
川
俣
町
と
対
戦
し

13
対
4
で
勝
利
、
そ
の
後
も
順

調
に
勝
ち
進
み
初
め
て
決
勝
に

進
出
し
ま
し
た
。

　
決
勝
で
は
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
が
、
見
事
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ま
の
ご

活
躍
に
ご
慰
労
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
月
、
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
毎
日
の
よ
う

に
新
聞
が
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
も
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
、
新

た
な
大
統
領
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

は
「
世
界
の
警
察
」
と
も
言
わ
れ
る
大
国
で
す
。

世
界
か
ら
国
へ
、
国
か
ら
県
へ
、
県
か
ら
市
町

村
へ
と
影
響
し
て
く
る
の
で
す
か
ら
、
私
た
ち

に
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
来
年
は
、
町
長
選
挙
、
町
議
員
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
町
を
愛
し
、
町
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
！
と
思

う
町
民
の
積
極
的
な
行
動
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
寒
さ
が
身
に
し
み
る
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
暖
か
く
し
て
日
々
を
お
過
ご
し
下
さ

い
。

　
　
小
野
町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員　
會
田　
百
合
子

あ
と
が
き

おのまち議会だよりは、
環境にやさしいインキを
使用しています。
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